
脚分離型とセパレート型との中間的な吊り具です。身体機能によってはお尻が落ちやすくなります。

ハイジーンＲ ローバック 取扱説明書

まえがき
このたびは、ハイジーンＲ ローバック（以下、スリングシート）をお買い上げいただき、まことにありがとうございま
した。
この「取扱説明書」には、スリングシートを安全にお使いいただくための注意事項などを記載しています。
ご使用の前に、この取扱説明書およびスリングシートと併用する介護リフトなどの取扱説明書をよくお読みいただき、
スリングシートを正しく効果的にお使いください。

【用途・特長】
排泄などに便利なスリングシートです。安全のため補助ベルトが付いています。多種多様な吊りあげの場面や使用
者のニーズに応えることができ、サイズは５種類（6ページ参照）を用意しています。

【使用する前の確認事項】
●リフト使用中は、必ず使用者に付き添ってください。

●使用者が不快感を持つことや、スリングシートから滑り落ちる危険を防ぐため、リフトの試運転とスリングシートの
試用を行ってください。

●安全に使用するため、スリングシートと併用するリフトの耐荷重を確認してください。
ご不明な点は、販売店または弊社までご連絡ください。

取扱説明書

上部ストラップ

背サポート

補助ベルト

脚サポート

脚ストラップ

補助ストラップ

脚サポート

バックル

製品ラベル

製造元 ： 輸入・販売元 ： パラマウントベッド株式会社
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【安全に使用するための注意事項】

※取扱説明書をお読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。

■ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害を未然に防止
するためのものです。必ず守ってください。

■ハンガー部のフックの断面が角張っているリフトには使用しないでください
●スリングシートのストラップの摩耗や縫製のほつれなどにより、
リフトからスリングシートが外れ、落下してけがをするおそれが
あります。

■スリングシートのストラップは、リフトのハンガー部のフックに確実に掛けてください
●ストラップが確実に掛かっていない状態でリフトを操作すると、スリングシートから落下して、けがをするおそれが
あります。

■使用前（使用後）に点検を行ってください
●スリングシートは消耗品です。使用前（使用後）には、スリングシートに亀裂や裂け目、縫い目のほつれが
無いかどうか点検してください。亀裂や裂け目、縫い目のほつれがあると、使用中に思わぬけがをするおそれが
あります。

■スリングシートが破損（ほつれなど）した場合は、直ちに使用を中止してください
●思わぬけがをするおそれがあります。

■使用後、スリングシートが当たっていた大腿部の下などの皮膚に変化があれば、直ちに
使用を中止し、医師の診断を受けてください
●思わぬけがをするおそれがあります。

■吊りあげ時にスリングシートが車いすなどに引っ掛っていないことを確認して、リフトを操作
してください
●スリングシートが破損したり、バランスを崩し思わぬけがをしたりするおそれがあります。

■スリングシートに火気や先のとがったものを近づけないでください
●スリングシートの近くで熱器具を使用しないでください。変質・変形・火災のおそれがあります。
●スリングシートが破損するおそれがあります。

■ストラップはねじれなどの無いようにリフトのハンガー部のフックに掛けてください
●ストラップにねじれがあると左右の長さが変わり、リフトで吊りあげた際に身体が傾き、大腿への圧迫の原因と
なります。



【使用方法】

■ご使用にあたり、理学療法士・作業療法士などの専門家もしくはお買い上げの販売店にご相談いただき、
スリングシートを正しく使用してください。

<使用前の点検>
●使用する前に、スリングシートに傷や破損がないことを確認してください。
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①

スリングシート

②

筋力が無い方や弱い方に使用する際は、十分に注意してください。お尻が
抜け落ちて、身体に負担がかかるおそれがあります。

使用者が車いす・いす、背あげ機能付ベッドに座っている場合

② スリングシートの上部が使用者の肩甲骨より下位置（脇の
下より5～10cm）にくるようにしながら、背サポートを使用
者のお腹側に回し、バックルでしっかりと固定してください。

① スリングシートの向きに注意して使用者の背中側に置いて
ください。

※使用者に前方姿勢をとっていただく、または少しでも前方
姿勢を取れるように介助することにより、スリングシートが
扱いやすくなります。

背サポート バックル

脇の下に近い位置で固定しないでください。
吊りあげた際に、使用者の脇を圧迫するおそれが
あります。

背あげ機能付のベッドの場合は、ベッドの背あげ
の角度を60～70°位あげてから行ってください。



つづき
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⑤ リフトで吊りあげた際に、左図の状態になっていることを確認
してください。

③ 左図のように、脚サポートを使用者の大腿の外側から内側
に通してから脚ストラップの左右を交差させた後、上部スト
ラップ・脚ストラップの順にリフトのハンガー部のフックに引っ掛け
てください。

③

●上部ストラップをハンガー部のフックに引っ掛ける
際に、使用者の腕を上部ストラップの間から通して
ください。

●背あげ機能付のベッドの場合は、使用者の膝を
立てた状態で脚サポートを大腿の外側から内側
に通してください。

脚サポート

④ リフトを上昇させ、ストラップがピンと張ったら一度上昇をやめ、
大腿の下にしわやねじれが無いことを確認し（しわやねじれが
ある場合は直してから）、再びリフトを上昇させてください。

⑤
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① リフトをポータブルトイレなどの近くに寄せてから、使用者の
ズボンを少しさげてください。

④ 排泄が終了したら、使用者のズボンをできるだけ股に近い
所まであげ、脚サポートを使用者の大腿の外側から内側
に通してから、脚ストラップの左右を交差させた後、脚スト
ラップをリフトのハンガー部のフックに引っ掛けてください。

② 使用者を便座の上に降ろしたら、脚ストラップをリフトの
フック部から外して、使用者の大腿から脚サポートを外して
ください。

③ ①で降ろした使用者のズボンを排泄ができる状態までさげ
てください。

⑥ ③で股の近くまであげた使用者のズボンを腰付近まであげて
ください。

③

⑥

① 使用者の脚を支えながら、大腿の外側から脚ストラップと
脚サポートを引いて、脚の下から引抜いてください。

② 使用者の後方からスリングシートを引っ張りあげて、外して
ください。

①

②

⑤ リフトを上昇させ、ストラップがピンと張ったら一度上昇をやめ、
大腿の下にしわやねじれが無いことを確認し（しわやねじれ
がある場合は直してから）、再びリフトを上昇させてください。

ズボン

ズボン

脚サポート

脚ストラップ

スリングシート

トイレでの使用方法

スリングシートの取外しかた
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車いすへの着座方法

① 車いすのブレーキは掛けずに前輪をあげてください。
このとき、車いすの背の角度がスリングシートの背の角度
より大きくなるように傾けてください。

② 車いすの座面に、臀部が深く着座するように降ろして
ください。ストラップがゆるんできたらその分だけ車いすを
後ろに引きながらストラップが十分にゆるんだことを確認し、
車いすの前輪をゆっくりと降ろしてください。

急に降ろしたり、十分にストラップがゆるんでいない
状態で車いすの前輪を降ろしたりしないでください。
姿勢が崩れる原因となり、けがをするおそれがあり
ます。

① 車いすのブレーキを掛け、介助者は使用者の前に立って
ください。使用者の臀部が車いすの座面に着く直前に、
左図のように膝を押してください。

② 臀部が車いすの座面に深く着座できるようにしながらリフト
を降ろしてください。

膝や股関節の痛みなどがある方には行わないで
ください。負担がかかり、症状が悪化するおそれが
あります。

膝をおさえながらの着座方法



スリングシートを洗浄後は、縫い目や素材に傷がないか、布地が擦切れていないかを確認
してください。

【お手入れ】

漂白剤は使用できません。

乾燥機を使用する場合は、低い温度設定（60℃）で乾燥してください。

ドライクリーニングはできません。

アイロンがけはできません。

【仕様】

60－85℃
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液温85℃を限度とし、洗濯機で通常の洗濯ができます。
60～85℃が推奨温度です。

品名

品番 KZ-A72708 KZ-A72709 KZ-A72710 KZ-A72711 KZ-A72712

サイズ ＸＳ Ｓ Ｍ Ｌ ＸＬ

使用者体重(kg) 25-45 40-60 55-80 75-110 90-130

耐荷重(kg)

材質 ポリエステル

ハイジーンＲ　ローバック

300

商品に関するお問い合せ
＜パラマウントベッド株式会社＞
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